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　この冊子は、平成23年２月16日（水）に弘済会館で開催された造園・環境緑化産業振興会 

主催「夢物語交歓会」における主催者の開会挨拶、講演①「日本サッカー協会の推進する校庭

緑化・JFAグリーンプロジェクト」（講師：根本敦史氏）、講演②「欧州スポーツクラブに学ぶ

新しい公園利用の可能性」（講師：眞壁潔氏）の内容をとりまとめたものです。

　経済社会情勢が格段に厳しさを増し、先行きが不透明な一方で、多方面で造園・環境緑化技

術を活かした空間づくりの機運が高まっているこのような時期にこそ、情報の共有化や地道な

活動を通じて造園・環境緑化産業の将来の発展につながる力を蓄えることが重要となっています。

　今回の講演は今後の造園・環境緑化産業に求められるものが示唆される内容となっておりま

すので、ご活用いただければ幸いです。

◉

造園・環境緑化産業振興会

（構　成　団　体）

（社）日本造園建設業協会　　（社）日本植木協会

（社）日本造園組合連合会　　（社）ランドスケープコンサルタンツ協会

（社）日本公園施設業協会　　（一社）日本運動施設建設業協会

はじめに
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43年の歴史あるベルマーレ
　代表を務めているベルマーレは、43年の歴史があ
り日本のサッカー界では古いチームです。タイトルも
獲っています。参入して直ぐにＪリーグセカンドシリ
ーズ２位。続いて天皇杯でタイトルを取りました。そ
れを見ていて入団したのが中田英寿。95年アジアウ
ィナーズ選手権で優勝。98年にはワールドカップに
１チームから４人の選手を輩出した名門でした。そこ
までは華やかでしたが、その後は存続危機になりまし
た。他チームで合併の話があった時に、当時の親会社
も撤退を考えたのですが、１年に２チーム消えるのは
避けたいということで、主力選手を移籍させて移籍金
を元手に、30億近くでやってきたチームでしたが、
９億まで落としまして存続させました。一番多い予算
でやっているチームは70億位。優勝争いするチーム
が50億位。中堅が30億〜40億位です。しかし翌年
親会社は撤退し市民と地域企業でチームの存続を図る
こととなりました。
　私は、サッカーにまったく縁がありませんでした。
高校の体育で２ゴール決めた程度です。グランドの造
園業の関係でサッカー界に知人がいて、友人から３カ
月の間だけとの相談を受け手伝う中、いつの間にか辞
められなくなっています。毎年、潰れる、潰れると言
われる球団が、市民から助けて頂いて11年になりま
した。シーズンをやってみるとプロ球団の維持は相当
困難な話です。プロ野球は企業がありますので、維持
できますが、市民球団とかっこよく言っているのは良
いのですが、勝った、負けたがその日にならないとわ
からない商売を、年間予算を立ててやるのです。親会
社があるクラブは補填してもらえます。それが無いク
ラブは突き進むだけ。銀行は厳しい審査がありますし、
普通に経営していたらまずいと感じました。

欧州の総合型スポーツクラブに着目
　神奈川県には、フロンターレやマリノスなどチャン
ピオン争いする強豪チームがあり、生き残るためにJ
リーグの優等生でいよう。Jリーグの理念に沿ったチ
ームをもう一度作ろうとリスタートしました。
　文科省が推奨している総合型地域スポーツクラブに
我々の可能性を感じております。アメリカのスポーツ
は巨大興行ビジネス。欧州は地域の総合型スポーツク

ラブがチームを支えています。我々が目指している
Ｊリーグ100年構想は、この欧州のスポーツ体系で
す。欧州のスポーツクラブとは何かというと、例えば
100年ほど前に、サッカーをしたいが場所がない、
そんな仲間が増えると村長や町長に陳情してつくって
もらう。サッカー以外の種目も同じような行動をとる。
ではスポーツを総合的にできるクラブにしましょうと
なりました。

　総合型スポーツクラブは、市民の使いたい要求が先
行し、それにより設立されている点が日本と異なりま
す。だから、市民に責任があるということです。さらに、
「町出身のあの人が昔オリンピック選手だったそうだ。
子供の講師をさせよう」といったハードとソフトが融
合して成長して、各地域に国の策を通じてバックアッ
プされてきたものです。
　子供のころから、スポーツをするのですが遊びなの
です。日本はどうしても軍隊から来ているので、勝た
なければ、強くなければいけない。コーチに殴られた
り、先輩に怒られたり、水飲んだら怒られて、いまな
ら犯罪ですよね。当時根性だと言われていました。ス
ポーツに対する理解が欧州とまったく違いますね。レ
ジャーから始まっているのですから楽しいところを共
有するのに抵抗はありません。簡単に言うと日本の公
園と同じです。年間5,000円程度市民が支払うと（日
本では無料ですが）、プールやグランドが自由に使え
るわけです。行けば施設があるだけでなく、教えてく
れる人がいる。選手たちが半分ボランティアで、常勤
もいますが、講師として競技を教えている。コーチが
見ていて、サッカーより陸上が向いていると思うと引
っ張って、トレーニングセンターに送ります。センタ
ーでは国から予算をもらって選手強化をする。その後、
ヨーロッパ選手権やオリンピックに行くという構造が
日本と大きく異なります。

Jリーグ100年構想とは何なのか？再考と発見

・再考していく中で出会った「ドイツやスペインのスポーツクラブ」

・サッカークラブとは「スポーツクラブ」であるという事実

・スポーツクラブは「楽しいところ」でなくてはならないという真実

・欧州ではスポーツが人々を「幸せ」にできる、してきたという驚き

・日本人の「豊かさ」向上のためスポーツが大きな役割を
果たせるという確信
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年間220のスポーツイベントを企画
　日本でも総合的な地域に尽くすチームになろう。そ
のためには、総合型スポーツクラブの拡大を進めてい
ます。あちこちの先生に会いに行き、2000年には文
科省から答申も出ました。ならわスポーツクラブが成
功例です。当初、「最初に行動すれば失敗しても成功
か失敗か判断できず非難はされないだろう」というこ
とで、商工会議所やＪＣなどが応援してくれました。
先方も景気が悪くなかなかスポーツ大会の費用が集ま
らないなかで協力体制をつくり、現在いろいろなスポ
ーツを共催でやっています。それ以外でもサッカース
クールを除いて、年間220のスポーツイベントを催
しています。３日に２度はイベントをやっていること
になります。トライアスロン、ビーチバレー、フット
サル、女子のソフトボールなどを行っており、2008
年には低予算ながらも北京オリンピックにビーチバレ
ーの選手などが出場しています。
　メッシで有名なバルセロナも公益法人を持ちこの総
合型スポーツクラブとして成長してきました。私たち
は財団法人、社団法人を立ち上げるのは時間がかかり
ますので、当時NPOを立ち上げましたけれども、欧
州のスポーツクラブのマネです。ドイツは体操クラブ
が多いのですが、体操で皆健康になろうという策だっ
たのですが、結果として欧州中がサッカーブームとな
りブンデスリーガーの基礎となったとも聞きます。ほ
とんどが総合型スポーツクラブです。
　日本は学校スポーツから企業スポーツに入ってい
く。その段階でスポーツと縁が切れた人はスキーとゴ
ルフぐらいになってしまう。行政には、どこにも生涯

スポーツ担当が課にいます。必ずしもうまくいってい
るわけではないので、今後、総合型スポーツクラブ作
りを協力していかなければいけないと思います。
　しかし、この構想がなかなかうまくいきません。そ
こで、欧州は子供がスポーツクラブに来るのですが私
たちは逆の行動をとりました。学校にボランティアで
コーチを派遣する活動を始めました。地元の小学校の
場合、先生の高齢化などもあり体育の授業が困ってい
ました。我々の時代に体育は遊ぶという感覚でしたが、
今は子供がつまらなそうに走っている。これを我々の
コーチが行って、ボールを使って鬼ごっことか喜ぶタ
イプの授業に変えた。10年で延べ10万人を超えてい
ると思います。
　他に場所の問題もありますね。公園でもどこでもス
ポーツのできる場所を増やしていきたい。我々の子供
のころは空き地という公共の施設があって、企業の土
地だったりするのですが、遊んでいても怒られない時
代でした。しかし、今は事故による責任が管理者に科
せられる時代になり、いつのまにか柵を作って入れて
はいけない時代になった。我々の子供サッカースクー
ルは1,250ぐらいですが、送り迎えを禁止していま
した。ところが、最近は治安が悪く危なくなってしま
い、歩かずにすむ送り迎えは常識的で、結果として子
供の肥満化・非行化が問題になっています。Ｊリーグ
のイベントでは子供の足型をとる活動をしています。
調査すると前の指が足型に乗らない子が３割近くいま
す。後継姿勢で歩いていないためです。遊ぶのはＴＶ
ゲームだったりするからでしょう。専門家が伺うと後
継姿勢だと不効率で歩くのがだるいのでさらに歩かな
くなるそうです。足からおかしくなっていく。歩けな

くなると体が弱っていく。これが
大変な問題を抱えている。イベント
では子供を外で遊ばせるよう指示
しています。景気のあおりを受けオ
リンピックの強化費用も増加せず、
アスリートの活動が難しくなって
います。スポーツをやる人も少な
くなり、子供たちの走り回る場も
減少しています。
　そんな状況のなか、文科省から
総合型地域スポーツクラブの答申
があり、私たちは活動しているわけ
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です。私は文科省のスポーツ振興委員をしていました
が次のステップに正直言えばなかなかうまくいってい
ません。中学校区で総合型スポーツクラブと言われて
いますが、もともと地域スポーツは体協さんがいて基
本ボランティアとして長く活動をされています。文科
省は手を挙げた団体にクラブづくりのための予算をつ
けました。クラブハウスづくりなどの活動助成金です。
しかし２年〜３年の助成しかない。団体によっては助
成基準優先で設備投資など行いました。しかし４年後
からは助成がもらえない。総合型クラブは受益者負担
が基本です。それまでに浅く広い会員構造にして助成
に見合う活動費を独自に確保できるようにしておかな
ければならない。これはかなり難しいですね。しかも
体育指導員の方はボランティア精神が高く、無償で子
供たちを指導してきたプライドがあります。ところが、
「受益者負担のスポーツクラブになりました。」指導員
は「子供から徴収してくれ」と言われても、父兄から「何
故」、「理解できない」といった反応があり、ご苦労さ
れたのが現状です。10年経ちますので、地域で発生
した行き違いをしっかり検証し改善することが大切と
感じます。モデルにしている欧州では100年も以前
に教会で午前中ミサを行った後に時間が空く、そうす
ると地域の人々がせっかく集まったので何かイベント
でもやろうとなる。余暇を楽しむために場所が必要に
なった。市民が必要として動いた。ここの原点はだい
ぶ違うわけです。　

ドイツ・ゴールデンプランに学ぶ
　良い例として、西ドイツはゴールデンプランといわ
れるものがあります。国民の将来かかる医療費と予防
のためのスポーツ、どちらが将来ドイツの国家予算の
ためにあるべき姿か議論して結果的に運動施設を作る
べきとした。地域の公園を含めたスポーツ施設を作っ
た。作ったのだから、市民の皆さんも協力してくださ
いと言う。ドイツに行けばどのような地域でもスポー
ツクラブが必ずあります。人口６万〜７万の町なの
に、すごいスポーツクラブ施設を持っている所があり
ます。当然、すべて町の予算ではできません。模範的
な活動していて、結果として市民に支えられたチーム
が地元に根付き、また大きな国際大会を誘致して国や
州が予助成しているのです。
　“子供から高齢者まで生涯を通じてスポーツを楽し

む”それにより医療費の増大を防ぐこれがゴールデン
プランで、我々が目指しているＪリーグ100年構想
でもあります。Ｊリーグ元チェアマンの川淵さんが日
本代表の時にドイツ・デュィスブルグで合宿するので
すが、見渡すかぎりの芝で子供がリフティングしてい
る。「リフティングは自分よりうまい。同じ敗戦国の
西ドイツなのになぜだろう。いずれ日本でもこういう
ふうにしたい」とJリーグ立ち上げの人たちは考えま
した。結果として、時間がかかっていますが、百年構
想は実践できていると思います。
　私たちは、さまざまな種目のチームが異なる競技を
やらなければならない大会もやっています。サッカー
のベルマーレ選抜の子供たちが、バレーで女子と試合
をやります。ぜんぜん勝てない。サッカーは体をぶつ
けるスポーツでバレーはワンプレーで止まるから、体
をぶつけない違いがあり、ボールを拾えない。そのう
ちに揉め出します。こういった交流を欧州のスポーツ
クラブではわざとさせます。これが総合型のメリット
です。サッカーをやっている太った子が、サーブがう
まかった。違う種目で注目される。これは良いことだ
と思います。

2002年 トライアスロンチームを発足
4月特定非営利活動法人（NPO法人）として認証される。

2004年 同じように下部組織にスポーツ財団をもつ
スペインのプロサッカーチーム・C.Aオサスナと提携

2005年 女子ソフトボールチームを発足。地域の企業で働きながら
競技を続ける「ザスパ草津方式」を導入しチームを運営。

2006年 湘南ベルマーレフットサルクラブを設立。
南米パラグアイに設立されたNIKKEI BELLMAREと提携。

2007年 フットサル全国リーグFリーグへJリーグから唯一の参戦

2008年 ビーチバレ白鳥、楠原北京オリンピックへ出場
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空いた施設の時間を有効利用
　総合型地域スポーツクラブ構想で困るのは場所で
す。私たちは、スポーツクラブで空いている時間帯を
借りて友好的に回しながら活動しています。平日の昼
間は、サッカーグランドは空いています。数千万かけ
た施設が空いているのです。そこに幼稚園に入れない
子供をお年寄りが公園で見ているので、公開すると集
まってきます。子供は小さいので、芝も痛みませんの
で夏は裸足で走ります。無料ですし、先生も一緒に走
っています。子供たちが芝は良いなと思ってくれる。
体育の授業を芝でやるようになる。すると、子供が良
いと感じて、校庭に芝を植える事に自ら興味を覚え参
加しています。
　業界の中で思うことは、指定管理者制度が導入され
発注されていますが、箱ものが大きいと大手の管理会
社が入ってきて、木だけ切ってもらえばよいという話
になります。我々が勉強して、予算はハード中心です
が、ソフトの部分をスポーツでなくても良いので特異
な業種として習得していくということです。

今ある公園施設を活用すべき
　総合型地域スポーツクラブの提案として「今ある公
園施設をより有効に活用しますよ」という提案は、ど

この行政も一番先に聞いてくれます。これがものすご
く大事です。通常、なかなか話を聞いてくれる所はな
いのですが、今あるカチカチのグランドをこのコスト
で緑化しますよ。そのためには、地域の団体や地元の
商工会やボランテアを参加させますよ。行政として
少々面倒みてもらえませんでしょうか。あるいは、ス
プリンクラーだけでも導入してもらえますか。と条件
を出せば、厳しいたたき合いの入札をせずとも、随意
契約とまでは言いませんが、ノウハウという理解でや
っていけるはずです。
　我々は、現在、指定管理は８割方入札しています。
情報や作り方のノウハウは活用の一つの手だと思って
います。業界からすると「芝生の単価が下がるのでは
ないか」とか、「新規の予算がつかない」となりがち
ですが、基本的に今生き残っている商売は、ユーザー
に評価されないと生き残れない。利用してくれる子供
たち家族が公園をこうして欲しいという声が挙がらな
いと生きていけない。
　大きな敵というか、マーケットで捕らえなければな
らないのは、まず、ＴＶゲーム業界です。そこから子
供たちを公園に引っ張っていく。もうひとつは、病院

ビーチバレー
★スクール 大会
ビーチバレークリニック
小学生バレーボール巡回指導

★大会 イベント
ベルマーレカップ

ビーチバレー大会
ベルマーレカップ

小学生バレーボール大会
湘南クリスマスカップ

ビーチバレー大会
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と介護施設でしょう。こういう場所では、車に乗って
施設に行って帰ってくるだけです。この線上に公園に
寄ってお年寄りが散歩しましょうと提案します。厚生
労働省の予算は膨大ですから、違った発注の仕方があ
ると思います。なかなか新規の予算が付かない公園を
探すのではなく、既存の公園をより少子高齢化にあっ
たようにリニューアルしていくことを考えると良いで
しょう。
　
日本のスポーツ文化を構築する
　ベルマーレの活動でも、一番理解が得られるのは高
齢者と子供です。平成16年に都市公園法が改正され、
従前に比べて柔軟に活動できる部分が相当に増えまし
た。
　現在、スポーツ振興法案が国会に提出されています。
縦社会の各省庁の情報調整ができれば、だぶった部分
が新しい予算として発生しやすくなる可能性がありま
す。体協さんでは今後、大きなスポーツ施設は難しい
から、小型の利便性の良いスポーツ広場の設置を検討
しているようです。
　スポーツくじtotoの予算を回せないかとも考えら
れています。オランダでは、土地は行政が出してくれ
る。後は自分たちで、やりなさいと言われます。その
かわり規制は外してくれます。自分たちで芝を刈って、
うまい活動ができると、国からまた補助が出て、うま
く回っていきます。totoの支援をもらいこんなこと
が体協さんの活動に入ったらすばらしいですよね。場
所の確保ができてスポーツのための仕事ができます。
　一か所で高すぎると広がっていきません。雇用を確
保して業界が発展するために、必要なのは何を目指す

かを議論して、行政のためではなくエンドユーザーの
ために絵を描いていくことが必要です。バブル時代に
比べて価値は変わってきています。行政に「おばあち
ゃんのトレーニング施設を作らなければいけない」と
言っているのです。日本はスポーツをする習慣が途切
れてしまったから、60歳になって「さあ何かしなけ
れば」となると結局ウォーキング、走るしかありませ
んでした。アスレチックジムで無理に運動をすると筋
がおかしくなって悪くなってしまう場合もあります。
何にもしなかった方がする久しぶりに体を動かすため
のハードでないスポーツ施設が必要なのです。現在の
公園施設をうまく流用できるはずです。ノウハウを知
っている人はたくさんいます。残念ながら社会に還元
されていないだけです。
　そういったことをハードを作っている造園家として
一緒に吸収しながらやっていく、そこに根本様の芝生
の話が当然入ってきます。以前、日本サッカー協会と
ベルマーレが技術協力して進めた校庭緑化が多くのボ
ランティアの方々の熱意で全面緑化され運動会が行わ
れました。小学校の運動会で小田原市長が来て「芝が
素晴らしい。小田原市は２カ所の予算を付けたがこん
なに上手くいっていない。何が違うのだろう」と言わ
れました。情熱ですね。水やり、芝刈りをしてもらえ
る参加型のグランド作りをしてくれる人数を増やせば
良いのです。「芝生良いね。プロに聞かなきゃわから
ないね。芝生だけでなくこういう施設も必要だね」と
いうふうにもっていけばよい。その声はものすごく必
要だと思います。まだまだ可能性はたくさんあるなと
実感しています。明るい業界にしたいと思っておりま
す。ありがとうございました。




